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前号でお知らせしました人権月間において、全校集会・人権学習・教育相談・校内人権集会等々
の取組が進められました。それぞれが子ども達の心のきずなを深める取組につながっています。

学年に応じて系統的に人権学習に取り組んでいます。今回は以下の学習に取り組みました。学習
後、学習したことやこれから頑張っていきたいこと等を人権標語にまとめました。自分や仲間を大
切にすること・違いや個性を認める・偏見や差別をしない・正しく知ることが大切等、子ども達が
感じた大切なワードがたくさん表現されていました。この標語は１１月２３日（土）～２７日（水）
まで、小川町ラポートに展示されました。

１２月４日（水）に校内人権集会を行いました。宇土人権擁護協議会から５名の人権擁護委員さ
んが来校され「人権教室」も開いていただきました。人権について考える大切な時間になりました。

人権人形劇やアニメ「やさしいおおかみ」の視
聴後の話し合いを通して、子ども達は見た目だけ
で決めつけをすることや差別をしてはいけないこ
とやさしいおおかみのやさしさが本当の強さであ
ること等に目を向けることができました。

人権集会の企画運営をしている図書・人権委員会から、全校児童に考えてほ
しいことの提案がありました。今の生活の中での課題を委員会で話し合いふざ
けやからかい、あおったり囃し立てたりする、うざいやきもい、陰口の４点に
ついて、劇を通して問題点を投げかけてくれました。実際に起こりうる場面を
でしたので、見ていた子供達も感じることが多かったようでした。みんなで作
った海東小人権宣言一か条「相手の気持ちを考えてふわふわ言葉を使い 自然
や生き物 友達を大切にしよう」を守っていくことを呼びかけてくれました。
最後の全員合唱「手をつなごう～ともに生きる～」では、委員会の子ども達

がリードして振り付きで合唱し、あたたかな雰囲気で人権集会を閉じました。

（金）

年 教材名 ね　　　　ら　　　　い

１
年
みんなちがって
あたりまえ

ひとには誰でも得意なことと苦手なことがあることを知り、自分の得意なこと好きなことを
紹介することで、一人一人を尊重する態度を育てる。

２
年
ぼくのランドセ
ル

身の回りで起きている差別や矛盾、不合理に気付き、自他を尊重する気持ちと差別をな
くしていこうとする態度を育てる。

３
年
みんなで考えた
こと

一人一人の思いや願いを学級みんなで認め合い、支え合う集団の大切さや個人の果た
す役割について気付き、仲間を大切にしていこうとする態度を育てる。

４
年
私にとって大切
なこと

自分の価値観を大切にすることと同様に他の人の価値観を大切にしていくことで、自他
を尊重していこうとする態度を育てる。

５
年
この子とともに

水俣病について、差別と偏見に包まれた実態を知り、その怒りや立ち上がりに共感さ
せ、自らの生き方を見つめ直す。

６
年
ハンセン病って
何？

ハンセン病について、差別と偏見に包まれた実態を知り、その怒りや立ち上がりに共感
させ、自らの生き方を見つめ直す。

１年生の発表

自分の好きなとこ

ろを紹介し「自分

を好きになるよう

がんばります！」

と発表しました。

２年生の発表

自分のいやなこと

は友達にもしない

等、各自が「自分

の人権宣言」を発

表しました。

３年生の発表

人権学習で学んだこ

とを自分たちの生活

にどう生かしていく

か、各自が目標を発

表しました。

４年生の発表

あってもいい「ちが

い」と、あってはい

けない「ちがい」が

あることを投げかけ

てくれました。

５年生の発表

水俣病の学習を通し

て学んだことと、命

の大切さや家族の大

切さを投げかけてく

れました。

６年生の発表

ハンセン病の学びか

ら、正しく知ること

や相手を理解しよう

とする大切さを投げ

かけてくれました。


